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１．本研究の目的 

 京都には古くより、外部の眺望を取り入れ、鑑賞

の対象としていた庭園が多く存在していた。そのよ

うな庭園からの風景は、周囲の地域における風景の

シンボルとなっていたのではないかと考えられる。

本研究では，庭園から眺める風景が周囲の景域形成

に与える影響を検証するために，京都・嵯峨野地域

を対象として，

この地域の広

がりと，天竜

寺庭園におけ

る嵐山の眺望

（図１）との

関係を明らか

にすることを

目的とする．  図１ 天竜寺方丈庭園からの嵐山 
 
２．対象とする地域と視点場 

対象地域である嵯峨野は京都の北西部に位置し，

『京都市の地名』によると「東は太秦，西は小倉山，

北は上嵯峨の山麓，南は大堰川（桂川）を境とする

平坦な野」と説明され、一般に捉えられていること

が分かる1⁾．周囲は北東部から北部，南西部に至る

までを山々に囲まれている（図２）． 
よって，この地域一帯は周囲に取り巻く山の眺望

に優れており，その眺望景観によってひとつの景域

を成しているではないかと考えられる． 
この対象地における山の眺望のひとつに，天竜寺

方丈庭園からの嵐山の眺望が挙げられる．天竜寺は

嵯峨野嵐山地域の西端に位置し，庭園前方には亀山，

保津川を挟み嵐山を間近に望み見ることができる．

この風景は天竜寺創建前から特別視されており，鑑

賞のため嵐山に桜を植樹するなど，風景に対して

数々の付加価値が与えられた（図３）． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図２ 嵯峨野周辺図 
（『京都市の地名』に基づき筆者作成） 

図３ 「天竜寺方丈林泉」 
（『都林泉名勝図会』より） 

 
３．研究手法 

 以上を踏まえて，嵯峨野を代表する風景である天

竜寺方丈庭園からの嵐山の眺望は，庭園周辺に広が

る嵯峨野地域の範囲との関わりを検証する． 

（１）可視領域の把握 

庭園において特定された山の風景を眺めることの

できる範囲を明らかにするためには，まず，「特定さ

れた山の風景」というものは，具体的に山のどの地

域を見ているのかということを確認する必要がある．

そこで，これを把握する手法として，ＧＩＳを用い，
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庭園からの眺望可能な範囲を，可視領域表示を用い

て検証することにする．これには２ｍ間隔で正確に

計測されたデジタル標高データ上に，特定の視点の

位置・高さデータを入力して行うものとする．この

可視領域のうち，眺望対象とされている嵐山に該当

する領域を「眺望対象域」とし，その分布を検証す

る． 
（２）「見られ頻度」による範囲の特定 

この「眺望対象域」を用いて，庭園からの風景を

同じように眺めることのできる視点が，周囲にどの

程度広がっているのかを把握する．これには，「見ら

れ頻度」の概念を用いる（図４）．本研究では，先に

得られた「眺望対象域」の上に等間隔に点をプロッ

トし，これらの点の可視領域を重ねて表示させ，そ

の重なりが高い地域ほど，風景として嵐山をより認

識しやすい地域であると考えるものである．この「見

られ頻度」の高い地域が，景域としての嵯峨野嵐山

地域と重なるのかどうかを検証する．「見られ頻度」

が高くても，視点が遠方にあって嵐山の形姿が認識

不可能となる限界範囲については、ＧＩＳによる三

次元透視図を用いて把握する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 「見られ頻度」の概念図2⁾ 
（『景観用語事典』より抜粋） 

 
５．検証および考察 

 前章で述べた研究手法に基づいて，天竜寺庭園か

らの嵐山の眺望を検証し，考察を行う． 
まず（１）で述べた方法で可視領域を表示させる．

この際，特定の視点として方丈縁側部からの眺望を

適用した（図１の眺望）．その結果，天竜寺方丈庭園

から眺められる嵐山の「眺望対象域」は，嵐山の尾

根筋を縁とした山腹全体であることが分かった（図

５）．また，嵐山の可視領域内で最も標高の高い地点

が三角点付近にあり，山頂と実際のピークがほぼ重

なっていることが分かった．このことから，天竜寺

では，嵐山の全体を正面から眺めていると言える． 
続いて，（２）で述べた方法で，天竜寺方丈庭園と

同等の眺望が得られる範囲を抽出した結果，図６の

様になった。色の濃い範囲が「見られ頻度」の高い

範囲である。また、嵐山の形姿を認識できる限界範

囲は図中央部の丘陵部（双ヶ丘）の手前までとなっ

ていた。この図より，天竜寺庭園からの嵐山の眺望

と同じような眺望を得られる地域が，嵯峨野嵐山地

域一帯に限定されていることが分かる．これは，嵐

山の山腹を正面から見ることのできる視点位置が，

周囲の山によって制限されていることによるものと

考えられる． 
以上の検証結果から，天竜寺方丈庭園からの嵐山

の眺望は嵯峨野地域特有のものであり，その特有の

眺望によって嵯峨野の景域が形成されていることが

推察される． 

   図５ 可視領域    図６ 「見られ頻度」 
 
７．結論 

天竜寺方丈庭園から眺められる嵐山の風景は，嵯

峨野嵐山地域の範囲内においてのみ認識が可能であ

ることが分かった．これによって，嵐山の眺望景観

は嵯峨野嵐山地域の景域形成の重要な要素であるこ

とを裏付けることができた． 
                                                  
参考文献 
1⁾ 『京都市の地名』1979 
2⁾ 篠原修編・景観デザイン研究会著『景観用語事典』

1998 

土木学会第60回年次学術講演会（平成17年9月）

-426-

4-213


